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2024 年（令和 6）度（第 23 期）事業報告書                

 

1.事業の成果（総括） 
 2024 年度のテーマは「効率的な事業の推進」。これまで担当者の裁量で実施し集約が難しかっ

た業務内容を可視化し、管理会計の理解を図ることにより見積額決定プロセスを単純明快に。そ

してこれら業務内容すべてを包括し、ワンストップ管理するためのアプリケーションを導入し

た。 

収益構造の理解により原資を蓄え、自主事業の強化にも努めた。特に英語ガイド養成に注力

し、従来の姫路城ガイドのみならず、富裕層や VIP 向けに対応できるガイド養成の「アドバンス

トコース」と「スタンダードコース」、ビギナー向けの「おもてなし講座」の３講座を実施し

た。 

 

2.事業の実施に関する事項 

① コンベンションの開催支援事業               
 

（1） 姫路港ふれあいフェスティバルの開催（委） 

10 月 27 日（日）飾磨津臨港公園 

（2） ヘルス＆ビューティフェスタ 2024in 姫路（委） 

12 月 7 日（土）、8日（日） アクリエひめじ 

（3） アクリエひめじ開催学会、イベント等への支援活動（委） 

・10 月 5日 6日  日本腎臓学会西部大会へのスタッフ派遣 

・10 月 29 日  姫路市高齢者スポーツ大会へのスタッフ派遣 

・11 月 21 日～12月 22 日 姫路城イベント「鏡花水月」へのスタッフ派遣 

・3 月 12 日   客船オイローパ寄港イベントへのスタッフ派遣 

 

② 人材育成事業              

 

(1) 姫路城英語観光ガイド養成（自・補） 

2023 年度に続き、英語ガイド講座を開講した。今年度は、全国通訳案内士限定の語学特化型

アドバンストコース、一般市民の方向けの「おもてなし英語コース」を導入。難易度別に全 3 コ

ース、4 クラスを開講した。一般市民の英語によるおもてなし力向上を狙ったものであったが、

反響が大きく、急遽クラスを増設し、およそ 50 名が受講した。「少しでも英語が話せたら…」と

思う人が多く、市民の力が姫路のインバウンド受入の一助になるということも分かった。 

▼スタンダードコース 

日 程 全 6 回：11 月 3 日 ～12 月 21 日  

参加人数： 15 名  

▼アドバンストコース 

日 程 全 3 回： 

① 11 月 30 日 ②12 月 7 日 ③12 月 21 日   



 

参加人数：7 名 

▼やさしい英語でおもてなし姫路 

日 程 全 3 回： 

① 1 月 18 日 ②1 月 25 日③ 2 月 8 日 

参加人数：48 名 

 

  

 

 

 

 

 

(2) 英語ガイド勉強会「知恵の和」（自） 

当社の英語登録ガイドを中心に、ガイド知識の強化を図る目的で勉強会を実施した。 

① 書写山圓教寺を学ぶ会 

 日程：5 月 8 日  参加人数：10 名 

② 本田商店で日本酒の神髄を学ぶ会 

 日程：7 月 27 日  参加人数：12 名 

③ 税の知識と請求書の書き方 

 日程：3 月 5 日    参加人数：7 名 

 

(3)銀の馬車道・鉱石の道 高校生ワークショップ 2024（委） 

6 年連続の受託となった本案件。 

今年度は、「地域の PR 動画を作ろう」をテーマに、沿

線市町の魅力発信や課題解決につながる動画の企画・制

作をするワークショップを行なった。動画を制作する目

的や意図、何を伝えたいのか、ターゲット層を定めたう

えで、発信する媒体などを検討するなどし、事業に取り

組んだ。しっかりと企画書を練り上げ、取材日にはそれ

らを手に地元住民や沿線市町で撮影やインタビューを行

い、動画編集の際も企画書に沿って作業した。 

完成品は同推進協議会関係者に発表した。 

  

 日程 6 月～11 月 全４回実施 

 参加人数 13 名 

 

 

 



 

➂情報提供事業              

（1）週替わりアンテナショップ電博堂の運営（自） 

観光客が戻ってくるとともに、アンテナショップの利用も増加した。売上は 2023 年の 2.5 倍 

となり、特にオンシーズンである 3月～11月の稼働率は 8割を超えている。利用業種は物販が 

約 7割で、展示販売や飲食などと続く。商店街でのアンテナショップ事業は、チャレンジショ 

ップとしても活用できるため、多方面からの問い合わせがあり、今後の可能性に注目したい。 

 

④ 調査研究事業              

（1）姫路城下町観光アプリ開発事業（自） 

姫路観光コンベンションビューローの観光産業活性化重点支援事業の一つ

として補助金を受けて実施。 

2 年目の今年度では、実際に姫路を訪問している外国人観光客への街頭キ

ャンペーンによりニーズや手ごたえを確認。またアプリの有料販売を目的と

した利用者アンケートを実施した。 

 

⑤ 中間支援事業              

（1）孤独・孤立対策のための中間支援 3.0『ひょうごモデル』推進事業（新・自） 

 播磨には、市民活動団体等をサポートする“中間支援”※と呼ばれる支援事業が少なく、特に

西播磨は空白地域となっている。今年度は兵庫県下の 6団体と埼玉、東京、岐阜の中間支援団体

がコンソーシアムを組み、事業に取り組んだ。 

① セミナー事業「参加のデザインを考える」 

② 伴走支援～小野市にあるフリースクールの支援。 

 

「中間支援団体」とは 

 ボランティア団体や NPO 法人など、地域の課題を解決しようとする人たちのサポートをするの

が「中間支援」と言われる団体です。ボランティア団体は財政や人材の問題で活動が休止する場

合か多く、そういった団体の支援窓口として行政では担えないところを中間支援団体がカバーし

ています。 

 

⑥ 普及啓発事業                 

（1）姫路城英語ガイド派遣（自） 

 外国人観光客に英語ガイドを派遣。姫路城だけではなく、お客様の要望に応じたガイドの提案

をし、活動の場を増やした。ガイドの特性を知り、お客様とのマッチングをすることで、より質

の高いガイドの提供ができたと感じる。 



 

 比較すると、2024 年度の受注件数及びガイド派遣人数は、対前年比で約 3 倍であり、今後も

増加が期待できる。 

 

 2023 年度 2024 年度 

ガイド依頼件数 13 25 

ガイド派遣人数 34 70 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）第 7 回日本遺産「銀の馬車道・鉱石の道」サイクルトレイン（委） 

銀の馬車道沿線の風物を楽しみながらサイクリングする、という観光型サイクリングツアー

の本事業は、公募型プロポーザルの中本年度で 5 年連続の受託となった。58 名の参加者とサイ

クルリーダー17 名が自転車で走行、事故や負傷者も発生せず全員が無事にゴールした。 

 

日程 10 月 20 日（日）  参加人数 サイクルトレインコース 58 名 

 

（3）銀の馬車道グルメで魅力アップ事業（委） 

白く輝く「銀馬車かぼちゃ」の普及啓発にと公募された本案件は 3年連続の受託となった。

「沿線」「グルメ」を両方楽しんでいただくことをテーマに、広報媒体等できる限り多世代に

届くよう工夫を凝らし実施した。主な実施内容は以下の通り。 

 

▼沿線市町のレストランでのメニュー提供 

 朝来市から姫路市までの銀の馬車道沿線エリアにあるレストラン・菓子店を中心に 27 店舗を

選定した。参加店舗を巡るスタンプラリーは応募総数 98 件と前年より少ない結果となった。 

 日程 10 月 1 日（火）～12 月 31 日（火） 

姫路城英語ガイド 

 この取り組みは 2007 年に故今村純一理事の発案で開始し、今年で 17 年目を迎える。当初はボラ

ンティア活動として実施していたが、2018 年の今村理事の逝去のあと、全国通訳案内士を派遣する

有償ガイドに転換した。直後に襲ったコロナ禍でガイド活動は中断したが、これを契機ととらえ、

人材の発掘と育成に取り組んできた。 

 



 

 参加店舗数 27 店舗 

▼ハロウィンイベント 

今年度は市川町で実施した。 

会場では、銀馬車かぼちゃのランタンづくりと、か

ぼちゃの販売、パンフレットの配布やスタンプラリー

を行った。 

  

日程 10 月 20 日（日） 

 場所 市川町文化センター芝生広場 

  

 

▼蔵出しイベント 

坑内温度 13℃で追熟させた銀馬車かぼちゃを、坑道内からリレー方式で運び出すイベントを

開催。約 60 名の方に参加いただいた。ミニライブや、グルメフェア参加店舗のご協力による試

食や販売も実施した。 

日程  9 月 29 日（日）  場所 生野銀山坑道前 

 

⑦ 公共施設の運営、指定管理者業務に関する事業          

（1）姫路市地区市民センター（飾磨・広畑・西・東・灘）指定管理者業務 （委） 

神姫バスグループとの共同事業体で受託している指定管理者業務が 1 期目の 5 年、最終年度を

迎えた。当社が手掛ける市民センター運営は 13 年目となる。 

2024 年度は、飾磨市民センターで教養講座発表会を開催。13 の展示発表と 10 のステージ発

表を行った。来年度に大規模改修工事を控え、これで最後となる講座の発表もあり、惜しまれる

声も聞こえた。 

2024 年 7 月には 2025 年から 5 か年の第 2 期公募があり、競合がある中再選を果たし 2025 年

からの継続運営となる。 

【事業体制】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神姫バスグループ・NPO 共同事業体 



 

⑧ 起業支援、事業承継マッチング支援事業          

（1）起業プラザひょうご姫路の運営（委） 

起業プラザひょうご姫路は、安価な利用料金や好立地だけでなく、同じ志を持つ者がイベント

やセミナー内でアイデアを出し合ったり、異業種交流により新規に事業を始めたりなど、親しみ

やすさが魅力となり、会員数が増加中である。会員数は前年比 6 人の増の 43 人となった。 

セミナー等の参加者は延べ 262 人、交流会では延べ 320 人。本年度からの取り組みとして、朝

来市が実施している起業支援事業支援で講師を月 1 回派遣した。 

月 1 回の「ピッチバー」も好評。仕事帰りの時間帯を狙って、お酒を飲みながらリラックスし

た雰囲気づくりを行い、会員・非会員が取り組みを発表する場を設けている。意見交換がビジネ

ス展開の一助になっている。 

 

（2）高校生のための起業セミナー（委） 

若者に、新たな事業を創造しリスクに立ち向かう姿勢を醸 

成することで、地域活性化を図るのが目的に開催。中播磨管 

内に居住・通学する中高生を対象にした。全 5回講座。大阪

公立大学小沢教授がコーディネーターを務め、地元企業経営

者にも協力いただき、実際の現場でのビジネスアイデアを創

出した。最終日には、グループごとに発案したアイデアを発

表した。 

日程 7 月 29 日（土）～9月 11 日（月）全 6回 

 


